ハラスメントの防止に関する基本方針を策定しました

男女雇用機会均等法の改正とその指針の制定に伴い、令和８年１０月１日から
「求職者等に対するセクシュアルハラスメント」対策が義務化されました。
求職者等に対するセクシュアルハラスメントとは、事業主が雇用する労働者による「性的な言動」により、求職者等による求職活動等が阻害されるものをいいます。
北アルプス広域シルバー人材センターでは、従来からの禁止行為である一般的なセクハラなどに、新たに規定された求職者等に対するセクシャルハラスメントを加え包括的なハラスメントの防止をめざすため 『ハラスメントの防止に関する基本方針』を策定するとともに、ハラスメント行為の防止を職員・会員に徹底します。
